
令和６年度 
市民トーク
開催しました

　

７
月
に
「
令
和
６
年
度 

市
民
ト
ー
ク
」
が
市
内
10
会
場
で
開

催
さ
れ
、
５
０
１
人
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
、
市
長
か
ら
説
明
し
た
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
秘
書
広
報
課　
渥
美　
(

23)

０
０
５
２

の
有
識
者
会
議
や
県
の
専
門
部
会

の
検
討
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
幹
線
新
駅
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
新
駅
の
開
業
に
よ
り

東
部
・
西
部
の
県
民
も
利
用
す
る

全
県
民
の
空
港
と
し
て
、
利
用
客

や
就
航
先
の
増
加
（
増
便
）
が
見

込
め
、
当
市
に
と
っ
て
も
さ
ら
な

る
地
域
振
興
と
活
性
化
の
原
動
力

と
な
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

市
の
現
状
と
課
題

　

市
で
は
昨
年
度
か
ら
、
第
３
次

総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
年
々

　

ま
ち
の
話
題
と
し
て
、
昨
年
度

か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
市
多

目
的
体
育
館
「
Ｇ
ａ
ｓ
Ｏ
ｎ
ｅ

ア
リ
ー
ナ
牧
之
原
」
が
開
館
し
、

５
１
６
席
の
観
覧
席
の
あ
る
メ
イ

ン
フ
ロ
ア
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
く
整
備
を
進
め
て
い
た
市
文

化
の
森
図
書
館
「
い
ろ
葉
」（
旧

榛
原
図
書
館
）
が
４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
２
０
２
５

年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
相
良
藩
主
で

あ
る
田
沼
意
次
侯
が
登
場
す
る
こ

と
か
ら
、「
大
河
ド
ラ
マ
展
」
を

市
史
料
館
に
て
開
催
し
、
史
料
館

を
核
と
し
た
観
光
周
遊
に
取
り
組

み
、
観
光
誘
客
や
地
域
経
済
の
活

性
化
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
概
要

や
、
流
域
住
民
の
生
活
や
産
業
に

欠
か
せ
な
い
「
命
の
水
」
で
あ
る

大
井
川
の
水
資
源
が
県
外
へ
流
出

す
る
と
予
測
さ
れ
る
問
題
、
そ
の

水
を
ど
の
よ
う
に
戻
す
の
か
と
い

う
Ｊ
Ｒ
東
海
の
案
に
つ
い
て
、
国

減
少
す
る
予
測
と
な
っ
て
い
る
人

口
減
少
を
い
か
に
抑
制
す
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
4
月
に
は
、
民
間
組
織
の

「
人
口
戦
略
会
議
」
が
将
来
的
に

消
滅
の
可
能
性
が
あ
る
自
治
体
と

し
て
全
国
７
４
４
市
町
村
を
公
表

し
、
県
内
で
は
当
市
を
含
む
9
市

町
が
該
当
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
当
市
は
「
自
然
減
対

策
が
必
要
、
社
会
減
対
策
が
極
め

て
必
要
」と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
内
に
は
製
造
業
を
中
心

に
、
多
く
の
世
界
的
企
業
が
立
地

し
て
お
り
、
製
造
品
出
荷
額
等
は

約
1
兆
円
と
県
内
有
数
の
「
も
の

づ
く
り
」
の
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

昼
夜
間
人
口
比
率
を
見
て
も
、

市
は
県
内
１
位
の
約
１
１
５
％
で

あ
り
、
周
辺
地
域
の
雇
用
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
外

へ
の
所
得
流
出
を
意
味
し
て
い
ま

す
。

　

自
宅
と
職
場
が
近
い
距
離
に
あ

る
こ
と
の
「
職
住
近
接
」
を
勧
め
、

こ
の
昼
夜
間
人
口
の
差
の
解
消

し
、
移
住
定
住
の
促
進
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
３
次
総
合
計
画
と
今
年

度
の
取
り
組
み

　

第
３
次
総
合
計
画
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
を
「
Ｒ
Ｉ
Ｄ

Ｅ 

Ｏ
Ｎ 
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ａ　

夢
に
乗
る
ま
ち　

牧
之
原
」

と
し
、
▼
富
士
山
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
▼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
経

済
成
長
の
好
循
環
の
実
現
▼
日
本

一
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
推
進

▼
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
▼

次
代
を
切
り
拓
く
力
を
育
む
新
た

な
学
校
づ
く
り
―
の
５
つ
の
重
点

戦
略
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
住
民
や
来
訪
者
が
心
豊

か
で
、
健
康
的
、
活
動
的
な
暮
ら

し
が
実
現
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
富
士
山
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
」
で
は
、
住
宅
用
地
造

成
工
事
が
始
ま
っ
た
相
良
牧
之
原

Ｉ
Ｃ
北
側
整
備
事
業
は
令
和
９
年

度
の
ま
ち
び
ら
き
を
目
指
し
、
土

地
区
画
整
理
組
合
に
よ
る
事
業
が

本
格
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

坂
部
地
区
で
は「
道
の
駅『
そ
ら
っ

と
牧
之
原
』」
が
令
和
7
年
7
月

の
開
業
を
目
指
し
整
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
15
キ
ロ
の
海

岸
線
を
生
か
し
た
沿
岸
部
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
促

進
補
助
事
業
と
絡
め
て
、
関
係
人

口
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、

定
住
人
口
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
経
済
成
長

の
好
循
環
の
実
現
」
で
は
、
荒
廃

農
地
の
収
益
化
と
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
の
推
進
を
目
指
す
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ま
き
の
は
ら
推
進
事

業
」
や
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し

て
、
事
業
と
地
域
を
共
に
発
展
さ

せ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
誘

致
と
定
着
の
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
「
日
本
一
女
性
に
や
さ
し
い
ま

ち
の
推
進
」
で
は
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
国
が
行
う
子
育
て
支
援
策
に

加
え
て
、
市
独
自
に
入
学
支
援
金

の
支
給
や
、
先
進
的
医
療
分
に

適
用
で
き
る
不
妊
治
療
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
月

3
万
円
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
ど
で
子
育

て
世
代
の
女
性
の
活
躍
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
２
６
０
０
人

（
約
６
％
）
を
超
え
る
外
国
人
の

方
が
住
ん
で
い
ま
す
。
多
文
化
共

生
に
係
る
取
り
組
み
と
し
て
、
日

本
語
の
習
得
が
不
十
分
な
外
国
籍

の
児
童
・
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
日
本
語
初
期
支
援
教
室
『
い
っ

ぽ
』」
や
対
話
交
流
型
の
大
人
向

け
の
教
室
で
あ
る
「
は
じ
め
て
の

日
本
語
教
室
」
と
い
っ
た
取
り
組

み
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
次
代
を
切
り
拓
く
力

を
育
む
新
た
な
学
校
づ
く
り
」
と

し
て
進
め
て
い
る
学
校
再
編
事
業

は
、
昨
年
度
整
備
に
関
す
る
基
本

構
想
・
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、

令
和
12
年
度
か
ら
15
年
度
開
校
を

目
標
に
計
画
が
進
む
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
老
朽
化
し
た
市
内
の

2
つ
の
火
葬
施
設
を
統
合
し
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
や
環
境
に
配
慮

し
た
新
た
な
火
葬
施
設
に
つ
い
て

令
和
11
年
度
供
用
開
始
を
目
指
し

整
備
を
行
う
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。

市多目的体育館は５月１日にグランドオープン

今後整備される相良牧之原IC北側整備事業の
「商業・産業街区」

基礎的な読み書きや算数などを学ぶ「いっぽ」

各会場データ
地区 実施日 地区から出された質問・要望 人数

川　崎 ７月１日
▶藤沢地区通学路の安全対策▶勝間田川の水門管理▶一斉清掃▶松くい虫による枯れ松の早
期伐採 80人

萩　間 ７月４日木 ▶萩間小学校の跡地利用▶黒子の変則的な交差点▶空家対策▶耕作放棄地の草木 36人

相　良 ７月５日金 ▶新たな学校づくりのコンセプト▶自治会脱退希望者の対処▶女性の地域参画▶バス事故に
伴う対応と今後▶市歌の活用▶信号機の廃止▶信号機撤去後の安全対策 72人

地頭方 ７月８日🈷 ▶地頭方地区の活性化▶一市二庁舎▶地頭方海浜公園 41人

菅　山 ７月10日水 ▶火葬場の跡地▶菅山小学校の跡地利用▶バス事故▶旧相良地区の賑わいづくり▶バス渋滞
対策▶学校再編後の新通学路▶図書館 51人

牧之原 ７月11日木 ▶高台開発構想の見直し 56人

片　浜 ７月17日水 ▶信号機・横断歩道の撤去▶巨大地震時の防災▶国道150号線バイパス▶堀切川・大溝川の
川底土砂の浚渫▶サル・イノシシの被害状況▶横沢川のポンプ設置 30人

細　江 ７月22日🈷
▶細江小学校に代わるコミュニティ▶南海トラフ地震に対する訓練▶防潮堤や水門完成後の
津波浸水区域▶女性の地域参画と自治会の再編▶新しいごみ焼却場の協議状況▶ふるさと納
税▶枯れ松の現状把握▶耕作放棄地の草木

54人

坂　部 ７月24日水 ▶空港隣接地域賑わい空間創生事業▶耕作放棄地▶道の駅「そらっと牧之原」の利活用 30人

勝間田 ７月29日🈷 ▶原発再稼働に対するスタンス▶市の防災備蓄▶ごみステーションの不法投棄対策▶二級河
川の監視カメラの設置▶市および県における茶業支援政策 51人

計 501人

各会場での回答は、市ホームページで閲覧できます。

川崎地区の様子

今後の取り組みに活用するため、会場でアンケート調査を実施しました。（回答者数：411人）アンケート結果
市の取り組み、課題などが分かりましたか？

０ 50 100 150 200
（人）

分からない

無回答

ふつう

分かった

よく
分かった

88

18

12

214

79

250

何回目の参加ですか？

０ 40 80 120 160
（人）

４回目

無回答

５回目
以上

３回目

２回目

初めて

200

63

23

73

１

75

176
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